
あきまち
まいとし
しゅんぶんのひ



おんたうえまつりは むかしから
にほんのあちこちで おこなわれて
きたしんじ(かみさまに いのりを
ささげるための ぎしき)だよ。
たうえの まねをして、かみさま
に ほうのう(よろこんでもらうため
に みせること)するよ。 ▲うしに たんぼを たがやさせるまね

をしているところ

おんたうえまつりって
どんなおまつり？

たべものが たくさん とれる
ことや、こどもが たくさん
うまれるように いのりを
こめてする おまつりだよ。

どんないみが あるの？



おもしろい けしょうや おもしろいうごきで、みているひとたちを
わらわせるのが とくちょうだよ。

◀むかしの のうみんの
いしょう

もろたさんじんじゃの おんたうえまつりの とくちょうは？

▲おもしろい けしょう
えんじる やくに
あわせて、けしょうや
いしょうを かえるよ。

たんぼを たがやす
▼まねを しているところ



▲いうことを きかない うし

ウナリ▶
べんとうを もってきた ウナリ(おなかに あかちゃんが
いるひと)の かっこうを しているよ。
おまつりの さいごに あかちゃんが うまれて、その
としに こどもが たくさんうまれるかを うらなうよ。



◀さおとめやくの おとこのこたち
さおとめ(たんぼで はたらく
おんなのひと)のかっこうを
しているよ。きものに たすき、
すげがさをかぶって けしょうも
しているよ。

いねを うえるまねを しているところ▶
よこいちれつに ならんで おたうえの
うたを うたいながら、いねの なえを
うえていくよ。

たんぼを たがやす
▼まねを しているよ。

みんなも きょうみが
あったら やってみよう。



あきまち
まいとし
７がつか８がつの
おおしおのひのころ



かわぶねまつりって
どんなおまつり？

かわぶねまつりは あきがわかこう
で なつに おこなっている すみよし
じんじゃの ぎょうじだよ。
ふねで かがりびをたいたり、みこ
しを のせたり、ちょうちんで かざっ
たりするよ。

▲かがりぶねの かがりび

どんないみが あるの？
むかし あきのみなとでは しょうひんを ふね
に つみこんで、おおさかまで はこんで うって
いたよ。たいふうなどで そうなんすることも
おおくて、ふねのたびは いのちがけだったよ。
そこで ふねのたびの あんぜんや、さかなが
たくさんとれること、しょうばいが うまくいく
ことなどを おいのりするようになったよ。



▲みこしぶね
▲こぎぶね ▼かざりぶね

かわぶねに みこしをのせて
おたびしょまで はこぶよ。
みこしが のった みこしぶね
は、こぎぶねや かざりぶね、
かがりぶねなどの いろんな
ふねと いっしょに しゅっぱつ
するんだよ。
これを かわぶねしんこうと
いうよ。



おたびしょまで いったみこしは、かもじんじゃへ かえるよ。そのときみこしと
いっしょに あるくのが けやりぐみという ひとたちだよ。
けやりぐみには こどもも さんかしているよ。みんなも きょうみが あったら
やってみよう。



（神楽）



たけたづかぐらって
どんなかぐら？

たけたづかぐらは ようろう２ねん
(およそ１３００ねんまえ)に じもとの
ひとたちが かみさまに ささげた
まい(おどり)が もとになった かぐら
だと いわれているよ。
つかわれている おめんや あしの
うごきが のう(むかしからある
げいのうの ひとつ)に にているよ。
せんそうのあと、ひとが すくなく

なって かぐらが ほとんど おこなえ
なくなって しまったんだよ。だけど
しょうわ４５ねんに わかものたちが
たけたづかぐらほぞんかいを
つくって、いまも つたわっているん
だよ。



てのかぐらって
どんな かぐら？

てのかぐらはげんろく８ねん(お
よそ３００ねんまえ)にはじまった
と いわれているよ。そのあと めい
じのはじめ(およそ１５０ねんまえ)
にひとが すくなくなって てのかぐ
らは なくなりそうに なってしまっ
たんだよ。そこで てのむらかぐら
ぐみをつくって、げんざいまで
かぐらを まもってきたんだよ。
つばきはちまんしゃと かんけい

が ふかいかぐらだよ。
しんぴてきで きひんがあって、

うたや まい(おどり)の しゅるいも
おおいよ。



くにさきかぐらって
どんなかぐら？

くにさきかぐらはようろう３ねん
(およそ１３００ねんまえ)にうさか
ら つたわってきた がく(おんがく)
に まい(おどり)を くみあわせて
できていったよ。
しんわ(かみさまの はなし)や
かみさまを うやまうこころを おし
えるためのものがおおくて、だれに
でも わかりやすくて おもしろい
かぐらだよ。
せんそうが おわったあと、かみ
さまを しんじるきもちが うすく
なって、なくなりそうになったよ。
そこで もういちど かぐらをまもる
ひとたちであつまって、なまえも
くにさきかぐらにかえて、いまも
つたわっているよ。



とみながかぐらって
どんなかぐら？

とみながかぐらは およそ１５０
ねんまえに とみながむらの
じゅうみんが うさじんぐうで
おぼえたものを ぶんごいわとまい
とみながかぐらとして つくったと
いわれているよ。
そのあとめいじ(およそ１００ね

んまえ)に とみながむらの
じゅうみんが くみたてなおして、
とみながかぐらとして いままで
つたわってきたよ。
びょうきがなく けんこうで

すごせることや、たべものに こま
らないこと、いえが ゆたかに
なることなどを いのるものだよ。



くにみまち

４がつと１０がつ



きべこどもししまいって
なに？
ししまいはしし(ライオン)の
あたまを かぶってする おどり
だよ。
きべじんじゃの おまつりで

ひろうされる ししまいは、
おとこのこが ししとおにの
かっこうをして おこなうよ。

きべこどもししまいの とくちょうは？

およそ６００ねんも つづいているでんとう
ぎょうじの ししまいだよ。かみさまが ２とうの
シカの すがたで あらわれ、おにのすがたに なっ
て たんぼや はたけをあらす いのししを たいじ
するという でんせつを もとに、ものがたりのよう
な ししまいを ひろう するんだよ。

▲ししを たいじする おに



どんないみが あるの？

たべものが たくさんとれる
こと、びょうきに ならず
けんこうで いられること、
いえや かぞくに ふこうがない
ことを おねがいするよ。

はるとあきに おまつりをして、
おんなのこは みこまい、おとこのこ
はししまいを ひろうするんだけど、
おとこのこの かずが すくなくて
ちゅうしして しまうことが ふえて
いるんだよ。
きょうみがあったら さんかして

みよう。


